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論 文 内 容 要 旨
第一章 緒論
肝蛭病 は、肝 蛭属 の寄 生 によって主に肝臓 ・胆管炎 を発症 す る寄生 虫病 で、
貧血 ・下痢 を主徴 と し、幼若 獣へ の多数寄生 によ る死 亡 もまれ に観 察 され る。
また、肝臓 実質破壊 に よる と場 での内臓 廃棄や肝機能 障害 に よる発 育遅延 ・
繁殖障害 な ど生産性 の低 下が見 られ 、甚大 な経済 的損 失が発 生 してい る。
肝蛭 は、全世界 に広 く分布す る大型 の吸 虫で、宿主域 が広 く人や 野獣 にも寄
生 し、特 に草食性家 畜に寄生 が多い。 人へ の感染 は、感 染源 が付着 したセ リ ・
ミョウガな どの生食 に よる直接 的な感 染の ほか 、幼若 虫が付着 した レバサ シな
どの生食 による間接感染 も知 られ てい る。
肝蛭 の代 表種 は、Fα50∫01α加ρ磁cα とEg読gα 畷oα で ある。 わが国の肝蛭 は両
種 の中間的 な形態 を持 つ ものやF.g∫gα 纏cα に近 い形 態 を持つ ものが多 く、そ
の分類 学的 な位置 は確 立 され てお らず 勘 諭01醐 ρ。と称 され てい る。
肝蛭 属 は特異 の生活環 を持 ってい る。す なわち、寄生動物 か ら糞 とともに排
泄 され た 虫卵 は、水 中で艀化 しミラキジュ ウム とな って泳 ぎ回 り、モ ノアラガ
イ科 の 中間宿 主の体 内に侵入 して スポ ロシス ト、 レジアを経 てセルカ リアにな
る。 セルカ リアは雨 な どの冷感 作 に よ り数 次に渡 り中間宿 主か ら水 中に泳 ぎだ
し、その過 程 で1個 の肝蛭卵 が分裂増殖 し800か ら4000個 のセル カ リアにな
って稲 や畦 草 に付着 し、被 嚢 して感染 力 を持つ メタセル カ リア とな り、付 着物
と共 に感 受性動物 に採食:され るの を待つ とい う生活環 サイ クル を繰 り返す。
わが 国にお ける肝蛭 の 中間宿主 は、本州 では ヒメモ ノア ラガイ、北海道 では
コシダカ ビメモ ノアラガイで ある。 ヒメモ ノア ラガイ は、小川や水 田な どに生
息 し、越 冬貝が4月 頃活 動 を始 め6月 頃成 貝 とな り、9,月 頃そ の成 貝の産卵 に
よる稚 貝が多 く見 られ るよ うにな り、気温の低 下す る11月 にはほ とん ど水 田
には見 られ な くなって、少数 が水 田の表 土下層 な どに潜み越 冬す る。
1974年 当時、肝蛭病 は県 内に広 く分布 し被 害 も多 く、重 要な疾病で あった。
当時 の肝 蛭診 断法 としての主 な虫卵検 査法 は、熟練性 が必要 で鏡検 時間の長
い 「渡辺 法」で あ り多頭数検査 が困難 で あった。また 、多頭数検査 が容 易 な 「皮
内反応 法」 は、非 特異反応 のため実用性 に乏 しく広範 囲の肝蛭浸潤度調 査は困
難 であ った。
したが つて、肝 蛭防除 の対象 地 区の選定 は、感染状 況 を知 る ことな く死廃事
故 の多い市町村 と し、全頭 に駆 虫薬投 与を実施 していた。
そ こで、有効 な肝 蛭防除 を行 な うには、肝蛭感染 そ のものの実 態を確 実 に把
握 して有効 な対策 を立 て る必 要が ある と考 え、家畜衛 生行政 を現場 で実行す る
立場 か ら、肝 蛭 虫卵検査 の術 式の検討 か ら研 究を開始 し、野外 での実用性 を試
み る とともに肝 蛭 の特性 を利 用 した予防法 を検討 し、薬剤効果 の検討 を含 めて
有効 な肝蛭 防除方法 を明 らかに した もので ある。
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第 二章 肝 蛭卵検査法(平 法)の 野外 実用化 の検討
1.平 法におけ るろ過用金網 の改 良及 び術者 の熟練度 と肝蛭 卵検 出数 の関係
ビーズ を用 い定量的 ・多頭 数検 査用 と して 開発 され た平法(図1)を 、実 際
に野外 で応 用す る立場 か らい くっ かの実験 を行いそ の改良 を試 み た。
平法 を検討 す るまえに、まず渡辺法(1953年)、 原 法(1969年)お よび 平法
(1978年)の3法 の性 能 を比 較 した。 その結果 、肝蛭 卵検 出数 の多 さは、平
法、渡辺法 、そ して原法 の順 で あった(表D。 従 って平 法を採 用 した。
平法 は、1頭 毎直径7cm・100メ ッシ ュの金網 とロー ト(写 真1)を 用 い、
ろ過操作 をす るので煩雑 で あった。 この ロー トの代替 として遠 心管 に適合 した
直径2.5cm・60と100メ ッシュの2種 のふ るい用金網(写 真2)を 試 作 し、電
動化 した。3種 の金網 に よる虫卵 のろ過状 況 を調べ た。
そ の結果 、2術 者 間に肝 蛭卵検 出数の平均値 に有 意差 はな く、3種 の金網 間
で肝蛭卵検 出数 の平均 は、2.5cm・60メ ッシュの金網 が最 も多か ったが、3者
の平均値 間には有意 の差 は認 めなかった(表2)。
また 、直径25cm・60メ ッシ ュの金網 に肝蛭卵 が、 どの くらい残 存す るか検
討 した ところ、 ろ過 後 の糞 液 に肝 蛭 卵 を混入 した材 料 の平 均 回収 率 は7153
(66。58～77.43)%で 、糞 に肝蛭卵 を加 えてか ら金網 で ろ過 した材料 で は64.22
(60.93～6751%)%で あ り、60メ ッシ ュの金網 を使用 して も一定数(7.3%)
の検 出卵数 の減少 は避 け られ なか った(表3)。
つ ぎに、術者 の熟練度 の違 い に よって肝 蛭卵検 出数 が どの程度異 な るか検討
した』ところ、全 くの未経験者 による検 出虫卵 数(平 均0.97)は 熟練者 のそれ(平
均2.23)よ り明 らか に少 量で あった。 しか し、未経験者 が数 回の トレーニン グ
と処理 操作 のコツを教 え られ た後 の初心者 の検査結 果(2.23)は 、熟練者(2.47)
のそれ とほ とん ど変 わ らな かった(表4)。 したが って、本 法 は少 しの習練 を
行 な えば個人差 の少ない方法 であ る ことが明 らか となった。
以上 の結果 か ら肝蛭検査法 として 、平法 の ロー トの代替 に2.5cm・60メ ッシ
ュの金網 を遠 心管 に内装 し、人 手 の誤 差 をで き るだ け避 けるため、電動化 して
回転操作す る変更が 、野外で実用価値 の高 い検査 法に改 良 され た と結論 し、 こ
れ を 「平変 法」 と称 し以後本研 究 の虫卵検 査法 として使 用 した。
2.仙 台市の牛 にお け る平変法 の野外応用 の検討
平変法 の野外応 用試 験 を、1978年 仙 台市 の牛 にっ い て実施 した。仙 台 市 の
総飼養頭数1,122頭 か ら乱数 表 を使用 して無 作為 に抽 出 した199頭 に対 し平変
法 を用 い肝 蛭 虫卵検査 を実施 した ところ、陽性 率の全市 平均 は11.1%で あ り、
坪 沼地 区 にお いて最 も高 く51.9%で あった(表5)。 陽性 率 は地 区に よ る差 が
明瞭 で あ り、乳牛 と肉牛別 には あき らかに乳牛のそれ が高か った がその理 由に
つ いては不明で あった。
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陽性率 が最 も高 かった坪沼地 区の全 乳牛の平均陽性率 は38.2%で あったが、
60～80%に も達す る農 家 を認 めた。 陽性牛 の虫卵数 はEPG=1～4と 小 さな
値 が大部分 を占めたが 、EPG・=14～33に お よぶ牛 もあ った。 この よ うな高
いEPGを 示 す牛 は、陽性 率の高い農家 に集 中 していた(表6)。
っ ぎに、 同一牛 糞 を2回 検査 し、それぞれ のEPGが どの程度近似 す るか を
調 べた試験 では、肝蛭 陽性 牛9頭 を用 い、駆 虫薬 の投 与 を行い なが ら経 時的 に
採 取 した糞便 を検査 した。 そ の結果 、プ ロムサルチル アニ リ ド製剤投薬 による
EPGの 減少 が 、多 くの例 にお いて認 め られ たが 、完全 に陰転す る例 は少 な く
駆 虫薬 の効力 に疑問 が残 った。一 方、2回 検 査 のEPG値 の差 は、全て の例 に
おいて近似 していた(表7)。 す なわ ち、EPG=1ま たは2を 示 した検体 では
一 方 の値 が陰性 を示す 例 が しば しば認 め られ たが、EPG=3以 上 の場 合 には
両者 の値 は共 に陽性 であった。サ ンプル1のEPG値(y)と サ ンプル2のEPG
値(x)は それ らの値 が小 さい場合 には、ば らついた位置 に認 め られ るものが
あったが、値 が大 になる といずれ の点 も回帰式線 に近い位置 にプ ロッ トされ た。
また、両者 の間にはr=0.790の 相 関が認 め られ 、回帰 式y=1.33x"819が 成
立 し、 同一牛糞 の2回 検 査 によるそれぞれ のEPG値 はかな り近似 し、検査結
果 の精 度の 高 さを立証 した(図2)。
つ ぎに、定量 的なEPGの 意義 につ いて考 えてみ る と、EPG=1～4の よ う
な小 さな値 は、 当然、定 量的な意味 は薄 く、陽性 か陰性 かが問題 になる。 しか
し、EPG=20～30も の高い値 を示す牛 も認 め るこ とも事 実であ り、EPGの
多少 は肝蛭 成 虫の寄 生数 と関連 が あ るもの と考 え られ る。す なわ ち、EPGを
求 め るこ とは、重症牛 の摘発 と牛群 にお け る肝 蛭の汚染程度 を推 察す る上か ら
も意義が ある と考 えた。
以上 に よ り、術者 に よる誤差 も少 な くそ して検 査精度 に優れ 、あわせ てEPG
測 定 に よ り汚 染状態が推測 可能 な 「平変法 」は、野外応用上満 足で きる検査 法
ぞ あるこ とを確認 した。
3.肝 蛭重度汚染 地 区にお け る防除試 験
肝 蛭 の重度 汚染 地区 であ る仙 台市の坪 沼地区 を清浄化 す るため1978年 か ら
3年 間 、駆 虫薬 の投与 時期 、新鮮稲 わ らの給与停 止時期お よび水 田へ の生牛糞
の施 肥禁止 の3方 法 を指 導 し、そ の防除対策 を実施 しなが ら平変 法 に よる肝蛭
EPGの 検査 を行 った。
陽性率 をみ る と、防除対策 開始 時の地区の平均陽性率 は48.5%で あったが、
開始後2、25お よび3年 目にお ける陽性 率 は20.4、173お よび13.5%と 漸減 し、
防 除対策 開始後 の陽性 率 は開始時 のそれ に比べ て明 らかに低 下 した(表8)。
しか し、陽性 率 のみ では感染 の軽 重 は推 定 できない。 そ こで 、EPG値 の多 少
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が 、成 虫の寄 生体数 と関係 が ある もの とすれ ば、高いEPG値 を示す牛 は対策
前 に多 ぐ、対策 後 に少 な くなっ てい る。EPG=6以 上 の牛 を仮 に重度 寄 生牛
とすれ ば対策後0、2、2.5お よび3年 目にお け るそ の牛 の数 はそれ ぞれ8、
1、0お よび2頭 で あ る(図3)。 この こ とは 、重度 寄生 牛 が明 らか に減少 し
防 除対 策 の効果 が上が った と判 定 出来 た。
以 上述べ た よ うに、 これ まで の陽性 率(定 性的)の み をと らえた検査 法に比
べ て、定 量的 なEPGを 求 め る平変法 を応 用す るこ とに よって 、野外 にお け る
寄生状況 な どの臨床 的な肝蛭病 の実態 を よ り正 しく把握 で きた。
第三 章 稲 わ ら付着肝 蛭 メタセル カ リアを対象 に した防除法 の検討
1.稲 わ ら付着肝蛭 メ タセル カ リアの感 染保持期 間
わが国の牛 にお ける肝蛭 の主 な感 染源 は、稲 わ ら付着肝蛭 メタセル カ リアで
ある と考 え られてお り、稲 わ らは、牛 の粗飼料 と して重要 な役割 を持 ってい る。
稲 わ らに付着 した肝 蛭 メタセ ルカ リアが、 自然条件 下で、 どの程度 の期 間感
染力 を持?て い るか を明 らかにす る ことは、肝 蛭病防除対策 を考 える上 で、重
要 な指針 とな る。
そ こで、実験的 に1977年8月 、稲 わ らお よびポ リエ チ レンシー トに、メ タ
セルカ リア を付 着 させ 、それ を同年8 ,月お よび12月 よ り仙 台市の1農 家 の稲
わ らと同一条件 で保 存 し、月1回 マ ウスへの感 染実験 を実施 した。
その結果 、8月 か ら野外 に放 置 した稲 わ らお よび ポ リエチ レンシー トに付着
した メタセル カ リア の感染力 は、それ ぞれll,月 お よび9月 まで認 め られ た。
そ して 、夏の間冷蔵保 存 し、暑 さを避 けて12,月 か ら野外 に放置 された稲 わ
らお よび ポ リエ チ レンシー トに付着 した メタセル カ リアで は、それ ぞれ翌年 の
4月 お よび2,月 まで感 染力 を認 めた。
また、 メタセル カ リアの感 染力保持期 間 は、稲 わ らに付着 した もの の方 がポ
リエチ レンシー トのそれ よ り明 らか に長期 であった(表9)。 、
す なわ ち、野外 で の稲 わ ら付着肝蛭 メタセル カ リアは、通常 の気象 状況 の年
には12,月 中旬 に感 染力 を失 い、長 雨や 冷夏 な どの異常気象 下で は極 わずか の
数 がその感染力保 持期 間をのば し、春期 まで持続す る可能性 を示唆 していた。
2.稲 わ ら付着肝蛭 メタセル カ リアの殺滅法 の検討
稲 わ ら付着肝蛭 メタセル カ リア の直射 日光、お よび サイ レージに対す る抵 抗
性 を、マ ウスへ の感染 実験 に よって検討 した。
メタセルカ リア付着 青刈 り稲 をスZコ 状 に編み 、3日 間直射 日光 に さらし、1、
2、3、7お よび14日 目に感染 力の判定 を行 った。 その結果、気温22℃ ～28
。Cで3目 間直射 日光 に さ らされ た青刈 り稲付着肝 蛭 メタセル カ リアは
、1日 目
に して急 速に感染力 を失 った が、その後、3日 間わずか に感染力 を維 持 し、7
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日目にはすべ て感染 力 を失 った(図4)。 す なわ ち、メ タセ ル カ リアは、高温
乾燥 に弱い傾 向が認 め られ 、直射 日光下の乾燥 に よる殺滅 効果 は認 めた ものの～
農 家で の稲 わ らを束 に して 「くいが け」す る慣例 法で の乾燥程度 で は、全 て感
染力 を失 うとは考 え難 く、その方法 のみ に よる殺滅 効果 は、あま り実用 的でな
い と判断 した。
また、1978年8,月(夏)お よびll月(秋)の2回 、青刈 り稲 に付着 させ た
メ タセル カ リア を小型 サイ ロ用 ポ リ袋 を用 いサイ レージ化 した。 詰 め込 み後 、
夏で は、0、14、21お よび30日 目に、秋 では、4、8、13、20お よび30日 目に
サイ レージに対す る抵 抗力 の判 定 を行 った。
そ の結果 、夏に はpH4.2で 温度25。Cの 良質 なサイ レー ジが 出来上 が り、 こ
の 中に入れ たメ タセルカ リアは、14日 目にそ の感染 力 を失 った。
秋 のサイ レージは、pH5.8で 温度15。Cと やや 品質 の劣 る もので あったが、
この 中に入 れ たメ タセル カ リア は、20日 目に感染力 を失 った(図5)。
そ して、サイ レー ジ内に置 いた メタセルカ リアを鏡 検 してみ ると、 内部構
造 に著 しい変化が認 め られた。 この こ とは、サイ レー ジが メタセル カ リア に と
って好適 な低温 高湿度 環境 であった にもかか わ らず 、完熟期 間内に メタセルカ
リアを破壊 し死滅 させ る効果 があ る と考 え られ 、稲 わ らのサイ レージ処理法 は
十分 実用 的で ある と結論 した。
以上 か ら、飼 養管理 技術 として下記 の項 目を組み入れ たマ ニュアル ま とめ、
肝蛭予 防法 「仙台方 式」 と命名 した。 この技術 は農家 で実行可能 であ るこ とを
前提 と した
①肝蛭 メタセル カ リアが遊 出直後 の強い感 染力 を持っ 時期 に給与す る青刈 り稲
お よび畦畔 草は、サイ レー ジ化 して利用す る(サ イ レージ)。
② 当年産 新稲 わ ら給与 開始 時期 は12月 中旬以 降 とす るが 、安 全 を考慮 して翌
年1月 か らとす る(1.月)。
③稲 わ らは高温乾燥 をよ り長 く行 うこ と、冷夏 な どで これ が不十分 の場合 には
翌年4月 以降か ら利用 開始 す る(乾 燥)。
第 四章 牛肝蛭感染予 防法 「仙 台方式」 の野外 での検証
1.稲 わ ら給与 開始 時期 と肝 蛭感 染率 との関係
新稲 わ ら給与 を翌年1月 か ら開始す る とい うマ ニュアル が、野外 での感 染防
止 に対 し有効か否 かにつ いて、1998年 坪沼お よび築館 町の酪農家 で検 証 した。
坪 沼地 区の陽性 率は、1978年 平均485%(93.3～10.0%)と 全農家 が汚染農
家 であつたが 、その後新稲 わ ら給 与 を1月 以降 に給与す る防除対策指導 「仙 台
方 式」を20年 間実行 し続 けた1998年 には、全 ての農 家が陰転 していた(表10)。
つ いで 、 と場調 査か ら汚染地 区 と推 測 した築館 町の全 酪農家 での、陽性 率 と
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EPG検 査 結果 お よび と場 にお け る肝 蛭 寄生確認 状況 を、新 稲 わ ら給 与開始 日 .
の早 い順 に並べ てみた。 そ の結果 、表llに 示す よ うに
①11月30日 以 前に給 与 を開始 していた農家(No.1～7)は 、EPG値
(4、6、8)が 高 くと場 での肝蛭 寄生頭数(1～7頭)も 多 く、全て が汚染 度
の高い陽性農家 で あった。
②12月1日 ～12月15日 に給与 開始 した農 家(No.8～11)は 虫卵
検査 ・と場調査 のいずれ か片方 に感染 がみ られ、全 ての農 家が陽性で あった。
③12月20日 以後 に給 与 開始 してい た農 家(No.12～16)は 、EPG
値お よび と場調査 のいずれ に も感 染 は認 め られず全 ての農 家が陰性で あった。
これ らの ことは、新稲 わ ら給 与 開始 時期 が、肝 蛭感染成 立お よび感染度 の違
い に深 く関与 してお り、 「仙台方 式」す なわち、新稲 わ ら給 与開始 を1月 以 降
とす る飼養 技術 が、新 た な肝蛭感 染 を成 立 させ ない こ とを確認 し、牛体寄生肝
蛭成 虫の寿命 が1～2年 といわれてい ることを考 え合 わせ ると、 これだ けで も
有効 な肝蛭 防除法 の一 つにな る ことを野外で実証 した。
第五章 駆 虫薬 に よる肝蛭駆 虫効果 の検討
駆 虫薬 の効 果 につ いて は、多 くの野外試験報 告が あ り、その有 効性 が記 され
てい る。 しか し、 日本 での報告 は、いずれ も肝蛭 自然感 染牛 に対 しての 虫卵検
査 に よる駆 虫試験 の結果 であ り、実験感染 牛 を用い た ものはない。
そ こで、二?の 薬剤 の肝 蛭駆 虫効果 につ いて、,実 験感 染動物 を用 い、虫卵検
査 と実験終 了後 の剖 検 に よる試験 を行 った。
1,フ ルベ ンダ ゾール(Flubendazole)製 剤 に よる試験
フル ベ ンダ ゾール製剤 は、筋 肉 トリヒナ、エ キ ノス トーマ、肝 吸虫お よび肺
吸虫 な どでの有効性 が世界各 国で報告 され てい る。
今 回、牛 の肝蛭 実験感染 動物 を作 り、 フルベ ンダ ゾール剤 の駆 虫効果試 験 を
実施 した。 実験方法 は、牛6頭 に1頭 当た り2000個 の肝蛭 メタセル カ リア を
経 口感染 させ 、対象 牛 は除 き、1頭 は感染後56日 目、他 の4頭 は126日 目よ
りフル ベ ンダ ゾール剤 を予備試験 で定 めた50mg/kg×5ま た は7回 投 与 して、
EPGの 推移 と剖 検 に よる虫体検索 とに よって効果 を判 定 した。
その結果 、剖 検時 の検 出虫体数 は、対象牛 では534匹 、56日 目投薬牛 では733
匹お よび126日 目投薬 牛で は113～345匹 で あった(表12)。
感 染後56日 目よ りフルベ ンダゾール剤 を投 与 した1頭 は、対象牛 とほぼ同
様 なEPGの 推移 を示 し、126日 目よ り投 与 した4頭 のEPGは 投薬 開始 の数 日
後 よ り急激 な減 少 を認 めたが、そ の後の3週 目よ り再び上昇 しも との半分 の レ
ベ ルで推移 した(表13)。
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以上、予備試験 におい ては完 全 な駆 虫効果 のあった フルベ ンダ ゾール剤 を牛
に応用 した場合 、前者 と同一 の完全駆 虫の結果 は得 られ なかった。
この こ とは、 フルベ ンダ ゾール を牛 の肝 蛭駆 虫薬 と して使用す るこ とは、難
しい と結 論す る と同時 に、各種 の肝 蛭駆 虫薬 の中に、投薬 後一 旦糞便 内の虫卵
は消滅 す るが再 び出現 す る例 を しば しば経験 してお り、見か け上 の陰転 のみ で
駆 虫効果 を判断 をす る こ との危険性 を確認 した。
2.ト リクラベ ンダゾール(Tricrabendazole)製 剤 による試験
トリク ラベ ンダ ゾール は、1981年 に初 めて登場 し、 その後 世界 各国 で試験
が行 われ た。 しか し、 日本 での肝 蛭駆 虫試験 の報告 は少な く、 自然感 染牛 の虫
卵検査結果 のみ で、 目本 産肝 蛭 の実験感染 動物 を用 いた報告 はない。
そ こで今回 、4種 の実験感染 動物 を用 いて、剖 検結果 も含 め、 トリクラベ ン
ダゾール剤 の肝蛭駆 虫効果 につ いて調べた。
実験 は、 まず予備試 験 に よ りラ ッ ト、 ウサギ、お よび 山羊での完全駆 虫効 果
の投薬 量 を定 め、その基準 を もとに、牛での実験 に着 手 した。
実験 方法 は、牛1頭 当た り、肝 蛭 メ「タセル カ リア を1000個 を経 口投 与 し、
トリクラベ ンダ ゾール剤 の投与 は、虫令120目 お よび133日 にいず れ も6mg/kg
を与 える各1頭 と無投薬 の1頭 、計3頭 を用 いた。そ して虫卵検 査 は平変 法 を
用 いEPGの 推移 、剖検 後肝蛭成 虫寄 生状 況お よび残存 虫卵数 を調べ た。なお、
虫卵検 査 は感染後60～119目 まで は週3回 、その後 は毎 日検 査 を行 った。
その結 果 、牛 では、投薬 した2頭 の糞便 内虫卵数 は、投薬 後7日 また は11
日に陰転 し、剖検 時 に虫体 を認 めなか った。対照 のEPGは 、135個(11～201
個 の範 囲)で あ り、剖 検時 には虫体278匹 を認 めた(表14)。
す なわ ち、 トリクラベ ンダ ゾール剤 は、ラ ッ ト、 ウサ ギお よび 山羊 において
投薬 量5mg/kg×1回 以上 で完全な効果 を認 め、牛 で も投薬量6mg/kg×1回 で
同様 な効果 を認 めた。
したが って、 トリクラベ ンダゾール は、4種 の実験感染動物 に寄生 した 日本
産 の肝 蛭成 虫に対 して、高い 駆 虫効果 を示す こ とが確認 された。
総 括
本研 究 では、肝蛭 の防除対策 に必要 な、野外応 用可能 な虫卵検 査法 、農家 で
実行 可能 な肝蛭感 染予防法 お よび有効な駆 虫薬 について明 らか に した。二
[1コ 野外 で応 用可能 な虫卵検 査法 の検討
1)幾 っ か の肝蛭 虫卵検査 法の 中で、定量的(EPG)で あ る平法 が最 も虫卵検
出率 が高い こ とを証 明 した。
2)平 法 の ロー ト使用 の7cm・100メ ッシ ュ金網の代替 と して、遠心管 内に内
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蔵 で き る2.5cm・60メ ッシュふ るい用 金網 に改 良 した平変法 は、省 力的 で、多
頭数検査が 容 易 であ り、検査結果 の再現性 に優れ 、そ して電動化 な どで人 手 を
省 いた ことによ り成績 の個 人差が少 ない検査 法に改 良 した。
3)平 変 法の定量性 が 、野外 で、 陽性 率 のみな らず 、肝 蛭病 の重症 牛 ・重度 汚
染農 家 の摘発 お よび臨床 的推移 の把握 な どに、利 用 可能な検査法 であ るこ とを
証明 した。
[2]肝 蛭 の生活環 を メタセル カ リア部分で遮 断 して感染 を予防す る実験
1)野 外 にお け る稲 わ ら付着肝蛭 メタセルカ リアは、通常気象 の年 において、12
月 中旬 に、感染力 を失 うこ とを明 らかに した。
2)夏 を避 けて12月 か ら野外 に放置 した稲 わ ら付着肝 蛭 メタセル カ リアは、
極 わずかの数 が、翌年2～4月 まで感 染力 を維持 した事 実 を確認 した。
3)稲 わ ら付着肝 蛭 メタセル カ リアは、直射 日光 の高温 乾燥 に、弱い傾 向 を有
す るこ とを明 らか に した。
4)稲 わ ら付 着肝蛭 メタセルカ リアは、サイ レージ化 に よ り、短期 間に破壊 さ
れ死滅す るこ とを明 らかに した。
[3]農 家で実行 可能 な、新稲 わ ら給与 開始 時期 を1月 以降 か らにす る 「仙台
方式 」と称 した飼養技術 が、特 に肝 蛭感染予防 に有効 で あるこ とを明 らか に し、
そ の実用性 を野外 で実証 した。
[4コ2種 の薬剤 にお ける駆 虫効果 の実験
1)フ ルベ ンダ ゾール は、50mg/kg,3回 以上 の投与 で、 ラ ッ ト、 ウサ ギお よび
山羊 に対 しては、ほぼ完全 な駆 虫効果 があったが、牛 に対 して同用量 の投 与 を
行 った ところ、完全 な駆 虫効果が無 か った こ とを明 らかに した。
2)ト リクラベ ンダ ゾール は、5mgノ宝g,1回 の投薬 で、 ラ ッ ト、 ウサ ギお よび山
羊に完全 な駆 虫効 果 を認 め、牛 で も6mg/kg,1回 の投薬 で、完全 な駆 虫効果 を
持 っ こ とを明 らかに した。
3)駆 虫薬 に よる完全 な肝蛭 駆 虫効 果 とは、,「虫卵 検査 のみ に よる、見せ かけ
だけの 虫卵排 出停 止で はな く、肝臓 内成 虫 を、全 て殺滅 し残 存生 虫体 が無 い こ









































































































































対 策 後 の 年 数(実 施 年 .月 日)
注)1):幾 何 平均 と95%信 頼 限 界
















































図4肝 蛭メタセルカ リアに対す る
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EPG o.zai 3.4 oso.z 7.928.910.3172167
表23種 の金網による濾過の肝蛭卵検出数に対する影響D





金網メッシュ60 ioO ioo 農 家 F1 F2 F3F4
金網直径 2.5cm 2.5cm 7.Ocm
15 33 sr
42 22 24
肝 22 15 24 計619
蛭 A7 38 33 zs 平均22.79
卵 術者M 24 34 28 (22.フ2～
検 19 21 27 22.86)2)
出 24 32 19
数 28 13 25
( 13 15 28
E 18 8 zi
P 31 n 22
G A2 30 17 17 計537
) 術者K 31 19 26 平均22,38
33 12 25 (19.75～
xs 25 zs 25.18)2
2s 25 27
































































2,肝 蛭卵回収率%=検 出卵数/混 入卵数x100
3)金 網で濾過した牛糞1gの 液に肝蛭卵約100個 を混入








種 飼養1)飼 養 検査 陽性 陽性率




































































































































































































































































































































計 173 66 36.2 ロ平均=2,46
1)上 下の対あ値は同一個体のEPGを 示す
表7同 一 牛 糞の2回 検 査 による肝 蛭駆 虫薬投 与 牛 のεPGの 変 動 と推移
(坪沼地区、19丁8年6月)









































































表8肝 蛭 病防 除 対 策 の実 施 による陽性 率 と陽 性牛 の εPG値 の 推移



































































































































































































計. 96 13 13.5
1)4月 および5月 の2回 検査結果のうち高い方のEPG値 を示す
2)同 一牛糞を2回 検査し高い方のEPG値 を示す
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表9仙 台市における稲わらに付着した肝蛭メタセルカリアの感染力保持時間
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査頭 日性頭 陽 生し・
1998年



















































































































































































1)糞 使1検 体につき2回 の検査を実施し、その値を示す。
2)所 有者の特定不可能な家畜商取り扱い分を除く




























































































































































































































































感染後56日 目に投与■一 一 鱒
感染後126日 目に投与
表14肝 蛭 実 験 感 染 山羊 及 び牛 におけ るT面rabendazoleの 駆 虫 効果一L 　音
動物No 」窒墓量一 肝 蛭
me/k 日令EPG
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論 文 審 査 結 果 要 旨
肝蛭病は,わ が国の畜産界における重要な寄生虫病であ り,全 国に広 く分布 しその被害も大 きい。そ
のため,従 来から撲滅対策を精力的に行ってきたが,い まだその発生が見られる。その理由は,効 率的




検出率の高い肝蛭虫卵検査 「平法」の術技の難点であった濾過用金網の形状 を改良し,操 作手順を手




では12月 中旬に感染力を失い,低 温状態では極わずかの数が感染力を持つこと,メ タセルカリアは直射
日光下で1日 目にして急速に感染力が低下 し,7日 目には全ての感染力を失うこと,高 温乾燥に弱いこ
とそして,メ タセルカリアはサイレージ製造の完熟時に死滅することを明らかにした。以上の結果から,
「メタセルカリアが強い感染力を持つ9月 前の稲及び畦草の利用はサイレージにして給与すること,当
年産新稲わ らの給与開始は12月 中旬以降にし,給 与する稲わらは日光でよく乾燥 してから利用 しそし
て,冷 夏の年は翌年4月 頃か ら給与開始する。」仙台方式 と称する農業者が飼養管理技術の中で実行可
能な肝蛭感染予防法を確立 し,野 外でその効果 を実証 した。
3.薬 剤による肝蛭駆虫効果の検討
世界各地でい くつかの吸虫駆虫薬 として広 く使用 されているフルベンダゾールおよび トリクラベンダ
ゾールについて,4種 の実験感染動物 を用いて剖検結果 も含め,肝 蛭に対する駆虫効果について検討 し
た。前者は,牛 に感染させた肝蛭に対 しては見かけ上の虫卵陰転は見 られたが,肝 臓内の成虫の全てを
殺すことができず完全な駆虫効果は無いことを明らかにした。後者は,糞 便内虫は完全に陰転 し,肝 臓
内成虫も全て死滅 し,4種 の実験感染動物に寄生 した日本の肝蛭に対 して高吟効果があることを実証 し
た。
以上の研究成果は,酪 農 ・肉牛経営における重大な生産阻害要因である牛肝蛭症の防除を可能にした
ものである。審査員一同は本論文の著者に博:士(農学)の学位を授与するに値すると判断した。
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